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1.は じ め に
 現在,我 が国では生活習慣病の増加が深刻な問題
とな り,対 策 として一次予防に重点を置いた健康 日
本21が 策定され,そ の法的基盤 となる健康増進法
が平成15年5月 から施行 されている。生涯に渡 っ





生きてい く上での基盤を形成する時期であ り,中 で
も食習慣は,子 供のころの習慣が成長 してか らの習
慣に与える影響が大きいといわれている。望ましい
食習慣の確立には,望 ましい食経験を重ねる必要が






















改まり,対 象者 の行動変容を目的 とし対象者の自己
管理能力を促す効果的な栄養教育を実施するための
知識 ・技術 として,行 動科学 ・カウンセ リングを学
ぶことが教育 目標 に掲 げられている。筆者(中 西)
は,旧 カ リキュラムの管理栄養土課程の学生であっ
たため,栄 養教育論において行動科学 ・カウンセ リ
ングを学ぶことはできなかったが,卒 業研究 「栄養
教育における行動科学 ・カウンセ リングの必要性」
を通 して,国 内外での文献等をもとに,行 動科学 ・
カウンセ リングの理論及びこれらを応用 した栄養教
育,及 び 「支援者」 とい うこれからの栄養士のあり
方について考察した2)。本総説では,筆 者が現在,学
校栄養職員 として学校現場で働 く立場から,食 育を
効果的に実施 してい く上で必要 と思われ る行動科
学 ・栄養カウンセ リングについて概説 し,栄 養教諭
を含めた これからの学校栄養土のあ り方について考
察したい。
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